
◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
４
会
計
補
正
予
算

　　

京
都
会
館
再
整
備
、
関
西
広
域
連
合
加
入
な
ど
に
要
す

る
経
費
や
水
道
の
配
水
管
の
破
損
に
よ
る
損
害
賠
償
に
要

す
る
経
費
等
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に

お
い
て
、
前
年
度
の
歳
入
不
足
を
補
う
繰
上
充
用
に
要
す

る
経
費
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
予
算
の
規
模
は
、
157
億
８
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

◆
関
西
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

　

び
こ
れ
に
伴
う
関
西
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

　

本
市
及
び
神
戸
市
が
関
西
広
域
連
合
に
新
た
に
加
入
す

る
こ
と
に
伴
い
、
関
西
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
関

係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

関
西
広
域
連
合
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
コ
ラ
ム
を
御
参

照
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

関
西
広
域
連
合
と
は
？

Ａ　
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
分
権
型
社
会
の
実
現

の
た
め
の
主
体
的
な
行
動
と
し
て
、
府
県
域
を
越
え
る
広

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
責
任
主
体
と
な
る
と
と
も
に
、

国
の
出
先
機
関
の
事
務
の
受
け
皿
と
な
り
、
国
と
地
方
の

二
重
行
政
を
解
消
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
特
別
地
方
公

共
団
体
で
す
。
現
在
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵

庫
県
、
和
歌
山
県
、
鳥
取
県
及
び
徳
島
県
の
７
府
県
並
び

に
大
阪
市
及
び
堺
市
の
２
指
定
都
市
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ　

広
域
連
合
の
組
織
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

Ａ　

広
域
連
合
に
は
、
広
域
連
合
委
員
会
及
び
広
域
連
合
議

会
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
広
域
連
合
委
員
会
は
、
構
成
団

体
の
長
を
委
員
と
し
、
構
成
団
体
の
多
様
な
意
見
を
的
確

に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
構
成
団
体
の
長
の
主
導
の
下
に

各
分
野
の
事
務
事
業
を
迅
速
に
推
進
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
広
域
連
合
議
会
は
、
広
域
連
合
の

議
事
機
関
と
し
て
、
条
例
の
制
定
改
廃
、
予
算
の
議
決
等

を
行
い
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
と
同
様
の
権
限
を

有
し
ま
す
。

Ｑ　

広
域
連
合
議
会
の
議
員
は
ど
の
よ
う
に
選
出
さ
れ
る
？

Ａ　

構
成
団
体
の
議
会
の
議
員
の
う
ち
か
ら
、
構
成
団
体
の

議
会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
規
約
に
お
い
て

は
、
人
口
250
万
人
未
満
の
指
定
都
市
の
議
会
で
選
挙
す
る

広
域
連
合
議
員
の
人
数
は
、
１
人
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

人
口
約
147
万
人
の
本
市
は
、
本
市
議
会
か
ら
１
人
の
議
員

を
選
挙
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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桂川左岸からの眺め

（4）

再生紙・大豆油インクを使用しています。再生紙・大豆油インクを使用しています。

（1）

5月定例会の
審議結果

紙面に関する御連絡・お問い合わせは
市会事務局調査課
 ☎222―3697

（平成24年5月28日現在）
会　派　名 議員数 電話番号

自 由 民 主 党
京 都 市 会 議 員 団 23人 222－3718

日 本 共 産 党
京 都 市 会 議 員 団 15人 222－3728

民 主 ・ 都 み ら い
京 都 市 会 議 員 団 13人 222－3724

公 明 党
京 都 市 会 議 員 団 12人 222－3732

地 域 政 党 京 都 党
京 都 市 会 議 員 団 4人 222－4035

み ん な の 党 ・
無 所 属 の 会 2人 222－3739

件　　　　　　　　　　　　名 審議結果

会　派　名
自
民
党

共
産
党

民
主
･
都

公
明
党

京
都
党

み
・
無

２4　年　度
補 正 予 算 案

特別会計（国民健康保険事業、水道事業） 可 　 　 決
［付帯決議下欄参照］

○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計、特別会計（基金） ○ × ○ ○ ○ ○

条 例 改 正 案
区の所管区域条例、障害者施策推進協議会条例、児童館及び学童保育所条例、老人医療費支給条例

可 　 　 決
○ ○ ○ ○ ○ ○

市税条例、印鑑条例等、地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例 ○ × ○ ○ ○ ○

そ の 他 の
議 案

府道京都広河原美山線道路改良（トンネル新設）工事請負契約の締結、市道路線の認定、市道路線の廃止、損害賠償の額
の決定、町の設置及び町の区域の変更 可 　 　 決

［付帯決議下欄参照］
○ ○ ○ ○ ○ ○

関西広域連合を組織する地方公共団体の数の増加及びこれに伴う関西広域連合規約の変更に関する協議 ○ × ○ ○ ○ ○

監査委員の選任、人事委員会委員の選任、固定資産評価員の選任
同 　 　 意

○ ○ ○ ○ ○ ○

教育委員会委員の任命、監査委員の選任 2件 ○ × ○ ○ ○ ○

市長専決（公立大学法人京都市立芸術大学が徴収する料金の上限の認可）
承　　　認

○ ○ ○ ○ ○ ○

市長専決（市税条例の一部改正） ○ × ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦 ２件 可と認める ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 員 提 出
議 案

夏の電力不足対策に関する意見書、再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境整備を求める意見書、無免許運転の
根絶のための法改正を求める意見書、「防災・減災ニューディール」による国土強靭化を求める意見書、陸前高田市
から取り寄せた薪の早期解決に関する決議 可 　 　 決

[ 意見書・決議
2･3面参照]

○ ○ ○ ○ ○ ○

大飯原子力発電所３号機、４号機の再稼働に関する意見書 ○ ○ ○ ○ × ○

「横大路運動公園」への専用球技場誘致を推進する決議 ○ × ○ ○ ○ ○

「子ども・子育て新システム」関連法案の取下げを求める意見書 ○ ○ × ○ × ×
「社会保障と税の一体改革」は撤回し、国民生活を立て直す政策に転換することを求める意見書、国民健康保険への
国庫負担率の引上げを求める意見書 否　　　決

× ○ × × × ×

五山の送り火騒動における陸前高田市の薪の早期決着に関する決議 × × × × ○ ×

5月定例会で審議した市長提出議案27件、議員提出議案11件の審議結果は、次のとおりです。
（○＝賛成、×＝反対）

自民党＝自由民主党京都市会議員団（23人）	 共産党＝日本共産党京都市会議員団（15人）
民主･都＝民主・都みらい京都市会議員団（13人）	 公明党＝公明党京都市会議員団（12人）
京都党＝地域政党京都党京都市会議員団（4人）　　　 み・無＝みんなの党・無所属の会（2人）

■定例会の経過
5月14日 本 会 議 会期の決定、議案の提案説明など

5月16日
17日 本 会 議 正副議長の選挙、予算特別委員会の設

置、議案の委員会付託、代表質問など

5月16日
18・25日

予 算
特別委員会

正副委員長の互選、一般会計補正予算の
審査など

5月21日
22・25日 常任委員会 付託議案の審査など

5月28日 本 会 議 議案や意見書の議決など

５
月
定
例
会
が
５
月
14
日
か
ら
５
月
28
日
ま
で
の
15
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
井
上
与
一
郎
議
長
と
安
井
つ
と
む
副
議
長
の
辞
職

に
伴
い
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
新
議
長
に
大
西
均
議
員
、
新

副
議
長
に
山
岸
た
か
ゆ
き
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
提
出
議
案
27
件
、
議
員
提
出
議
案
11
件
を
審
議

し
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案
の
う
ち
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
６
件
に

つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
付
託
・
審
査
の
う
え
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
案
13
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の

常
任
委
員
会
で
審
査
の
う
え
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
議
案
８
件
に
つ
い
て
も
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
夏
の
電
力
不
足
対
策
に
関
す
る
意
見
書
な

ど
８
件
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

5
月
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
結
果
は
４
面
参
照
）

　

私
た
ち
は
、
５
月
市
会
定
例
会
に
お
い
て
、

第
79
代
市
会
議
長
並
び
に
第
87
代
市
会
副
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
な
こ
と
と
存

じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
議
会

が
地
域
住
民
の
意
思
を
的
確
に
把
握
し
、
自
治

体
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
議
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
京
都
市
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

市
民
の
皆
様
に
「
見
え
る
市
会
」
、
そ
の
息
吹

が
「
伝
わ
る
市
会
」
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

二
元
代
表
制
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、
活
発

な
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
自
治
体
の
意
思
決
定

や
執
行
機
関
の
監
視
機
能
を
担
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
政
策
提
案
能
力
の
更
な
る
向
上
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
議
員
は
自
ら
の
見

識
・
能
力
を
高
め
る
研
鑽さ

ん

、
努
力
を
重
ね
な
が

ら
、
一
層
の
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

関西広域連合に加入する
ための規約改正案を可決

　Ｑ　市会の活動に関心がありますか。
　A　「とてもある」又は「少しある」と回答した人
　　　が全体の 8 割以上（86％）です。
　
　

　　

　Ｑ　市会の活動に関する情報について、どのよう
　　　に見聞きしますか。（複数回答可）
　A　「新聞（一般紙）」と回答した人が最も多く、　
　　　続いて「京都市会だより」、「市会議員の話を
　　　 聞く」となっています。

 
　Ｑ　市会の活動に何を期待しますか。（複数回答可）
　A　「市政全体への監視機能」が最も多く、次に多
　　　いのは「市政に対する具体的要望の実現」と
　　　なっています。

◆　詳しい結果については、京都市会のホームペー
　　ジに掲載していますので、御覧ください。
　　（http://www.city.kyoto.jp/shikai/）

　京都市会では、広報紙「京都市会だより」のリニュー
アルをはじめとした広報の充実を図るとともに、市
会の様々な取組の強化に役立てていくために、市民
アンケート調査を実施しました。
　ここでは、アンケート結果の概要を御紹介します。

○実施期間
　平成24年2月24日（金）から3月27日（火）まで

○調査方法
　・京都市会ホームページ上でインターネットによ
　　るアンケートを実施。
　・2 月市会定例会において本会議直接傍聴や委員会
　  モニター視聴に来庁された方等にアンケート用紙
　  を配布。

○回答者数
　221 人

○主な結果
　Ｑ　あなたは、「京都市会だより」を読んだことが
　　　ありますか。
　A　「毎回読む」、「よく読む」又は「たまに読む」
　　　と回答した人数の合計は全体の約 7 割（72％）
　　　です。

　
　Ｑ　市会ホームページを見たことがありますか。
　A　「よく見る」、「たまに見る」又は「見たことが
　　　ある」と回答した人の合計は全体の約５割　
　　　（52％）です。

京都市会に関する市民アンケート調査を実施しました！ 付帯決議（全文）

9月定例会の会議日程（予定）

　9月定例会は、9月24日（月）から10月26日（金）まで
の予定です。また、各会派の代表質問は、10月1日（月）
と2日（火）の両日、本会議場で行われる予定です。
　市会ホームページでも、会議日程を確認できます。

〔特別会計（水道事業）、損害賠償の額の決定〕
　昨年6月、西京区内における配水管の破損は、広範
囲にわたり断水と濁水被害を与えたにとどまらず、ガス
供給停止も約1万5,000戸に及び、長期間市民生活に
大きな影響を与えたことは誠に遺憾である。
　また、当該地域での漏水多発の起因とされている酸
性土壌による配水管布設替えも40億円を投入し、平成
24年から2箇年計画で破損の危険度を優先し、事業
進捗を図ることとされている。 
　今回の破損事故に関し、平成24年4月30日までに
支払を終えた補償対象は3,839件、4,372万円に上り、
大阪ガスへの損害賠償についても交渉の結果、9億
8,831万7,690円と決定された。
　この損失補填により、水道事業会計が圧迫され、今
後の事業展開に大きな影響を与えることは必至である。
　よって、理事者におかれては、効率的な事業運営を
図り、損害損失補填の早期解消を図るとともに水道事
業の停滞を招かないよう努めるべきである。
　あわせて、同様事故の今後の課題として、当該地域、
消防、区役所等と更に連携を深めるとともに、広報、補
償を含めた事故処理等を検証し、危機管理体制の強
化を図ること。

（全会一致）

関
西
広
域
連
合
っ
て
何
？

またきち

京
きょうしろう

知郎くん

都
みやこ

ちゃん

　　　　　　

京
都
市
会
議
長

京
都
市
会
副
議
長

（
左
京
区
選
出　

自
民
党
市
議
団
）

（
伏
見
区
選
出　

民
主
・
都
み
ら
い
）

大
西
　
均

山
岸
　
た
か
ゆ
き

就任あいさつ

5 月 市 会 定 例 会

京都市 会ホーム ページ


